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第１ 審査の実施 

   京都市監査規程に基づき，都市監査基準（平成27年8月27日全国都市監査委員会制定）に準拠

して次のとおり審査を実施した。 

 １ 審査の種類 

 健全化判断比率審査（地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項） 

 資金不足比率審査（同法第 22条第 1項） 

 ２ 審査の対象 

 健全化判断比率審査 

   平成30年度決算における次の健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載

した書類 

 ア 実質赤字比率 

 イ 連結実質赤字比率 

 ウ 実質公債費比率 

 エ 将来負担比率 

 資金不足比率審査 

  平成30年度決算における次の特別会計に係る資金不足比率の算定及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類 

   ア 京都市中央卸売市場第一市場特別会計 

  イ 京都市中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 

  ウ 京都市農業集落排水事業特別会計 

  エ 京都市土地区画整理事業特別会計 

  オ 京都市水道事業特別会計 

  カ 京都市公共下水道事業特別会計 

  キ 京都市自動車運送事業特別会計 

  ク 京都市高速鉄道事業特別会計 

 ３ 審査の着眼点 

 健全化判断比率及び資金不足比率の算定方法が法令等の趣旨に沿った適切なものとなって

いるか，また，その算定過程が正確であるか。 

 健全化判断比率及び資金不足比率の算定の基礎となる事項を記載した書類が法令等の趣旨

に沿って適切に作成されているか，また，その計数が正確であるか。 

 ４ 審査の主な実施内容 

   総務省作成の「地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率及び資金不足比率に関す

るチェックポイント」により，健全化判断比率及び資金不足比率の算定の基礎となる事項を記
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載した書類と関係部局が所管する関係帳簿及び証書類とを照合するとともに，質問調査を行っ

た。 

 ５ 審査の期間 

   令和元年 6月 3日から同年 8月 30 日まで 

 ６ 審査の実施場所 

   監査事務局執務室 



3 

第２ 審査の結果 

１ 健全化判断比率審査 

 健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる書類の作成 

   健全化判断比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載した書類の作成について，法

令等の趣旨に沿って適正に行われていると認めた。 

平成30年度決算における健全化判断比率の算定結果及び地方公共団体の財政の健全化に関

する法律に基づく財政健全化計画の策定が求められる早期健全化基準，財政再生計画の策定

が求められる財政再生基準等は，次のとおりである。 

（表 1）平成 30 年度決算における健全化判断比率 

（単位：％） 

項  目 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

算 定 結 果 － － 11.4 191.2 

早 期 健 全 化 基 準 11.25 16.25 25.0 400.0 

財 政 再 生 基 準 20.00 30.00 35.0  

(参考) 
平成 29 年度算定結果 

－ － 12.8 197.4 
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また，健全化判断比率等の対象となる会計等は，次のとおりである。 

（表 2）健全化判断比率等の算定対象会計等 

区  分 比率の算定対象会計等 

一
般
会
計
等

一般会計 

一般会計等に属
する特別会計 

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 

土地取得特別会計   

市公債特別会計   

市立病院機構病院事業債特別会計  

そ
の
他
の
特
別
会
計

一般会計等以外
の特別会計のう
ち公営企業に係
る特別会計以外
の特別会計 

国民健康保険事業特別会計  

介護保険事業特別会計  

後期高齢者医療特別会計  

駐車場事業特別会計  

公営企業に
係る特別会
計 

法
非
適
用

中央卸売市場第一市場特別会計  

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計  

農業集落排水事業特別会計  

土地区画整理事業特別会計  

法
適
用

水道事業特別会計  

公共下水道事業特別会計  

自動車運送事業特別会計  

高速鉄道事業特別会計  

一部事務組合・広域連合 

（京都府後期高齢者医療広域連合,関西広域連合等） 

地方公社・第三セクター，地方独立行政法人等 

（京都市土地開発公社，京都御池地下街株式会社等） 

注 1 「法適用」は地方公営企業法の全部又は一部を適用する公営企業，「法非適用」はそれ以外の公営
企業である。 

 2 資金不足比率は，公営企業ごとに算定される。審査の結果は，「２ 資金不足比率審査」のとおり。 

実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率
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 健全化判断比率の分析 

ア 実質赤字比率 

     一般会計等の実質赤字額を標準財政規模で除した比率である実質赤字比率について，当

年度は，前年度と同様に実質赤字額がなかったため発生していない。 

（表 3）実質赤字比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％） 

年 度 平成 30年度 平成 29年度 対前年度増△減 

実 質 赤 字 額 Ａ － － － 

標準財政規模 Ｂ(注) 401,859,108 402,633,179 △774,071 

実質赤字比率 Ａ／Ｂ － － － 

早期健全化基準 11.25 

財政再生基準 20.00 

  注 標準財政規模とは，地方公共団体の一般財源（使途が特定されず，どのような経費にも使用することができ

る財源）の標準的な大きさを示す指標で，標準税収入額等に普通交付税額を加算して求められる。 

なお，健全化判断比率の算定上は，臨時財政対策債発行可能額を含めることとされているため，これを含む

額で記載している。 
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     本市の一般会計等に当たる会計の実質収支額の状況は，次のとおりである。 

当年度は，前年度と同様に各会計で実質収支が黒字又は均衡することとなったため，実

質赤字額は生じていない。 

（表 4）一般会計等の会計別実質収支額の対前年度比較 

（単位：千円） 

会 計 名 平成 30年度 平成 29年度 
対前年度 

増△減額 

一般会計 345,834 359,562 △13,728

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 － － －

土地取得特別会計 － － －

市公債特別会計 646 322 324

市立病院機構病院事業債特別会計 － － －

合  計 346,480 359,884 △13,404

注 実質収支額の算定上，事業繰越及び支払繰延に係るものを翌年度へ繰り越すべき財源に含めて控除している 

ため，各会計における決算の実質収支額と一致しないものがある。  
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   イ 連結実質赤字比率 

     全会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の合計である連結実質赤字額を標準財政

規模で除した比率である連結実質赤字比率について，当年度は，前年度と同様に連結実質

赤字額がなかったため発生していない。 

（表 5）連結実質赤字比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％） 

年 度 平成 30年度 平成 29年度 対前年度増△減 

連結実質赤字額 Ａ － － － 

標 準 財 政 規 模 Ｂ 401,859,108 402,633,179 △774,071 

連結実質赤字比率 Ａ／Ｂ － － － 

早期健全化基準 16.25 

財 政 再 生 基 準 30.00 
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     本市の各会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の状況は，次のとおりである。 

当年度は，前年度と同様に各会計で実質収支に赤字又は資金の不足が生じなかったため，

連結実質赤字額は生じていない。 

（表 6）各会計の実質収支額及び資金剰余額又は不足額の対前年度比較 

（単位：千円） 

会計名 平成 30年度 平成 29年度 
対前年度 
増△減額 

実

質

収

支

額

一般会計 345,834 359,562 △13,728

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 － － －

土地取得特別会計 － － －

市公債特別会計 646 322 324

市立病院機構病院事業債特別会計 － － －

国民健康保険事業特別会計 1,235,376 5,333,833 △4,098,457

介護保険事業特別会計 1,929,404 4,194,377 △2,264,973

後期高齢者医療特別会計 744,733 712,599 32,134

駐車場事業特別会計 － － －

小 計 Ａ 4,255,993 10,600,693 △6,344,700

（
公
営
企
業
に
係
る
特
別
会
計
）

資

金

剰

余

額

又

は

不

足

額

中央卸売市場第一市場特別会計 977,149 988,495 △11,346

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 29,927 － 29,927

農業集落排水事業特別会計 － － －

土地区画整理事業特別会計 － 190,538 △190,538

水道事業特別会計 8,943,305 10,711,635 △1,768,330

公共下水道事業特別会計 8,224,329 16,467,479 △8,243,150

自動車運送事業特別会計 5,624,856 3,404,226 2,220,630

高速鉄道事業特別会計 － － －

小 計 Ｂ 23,799,566 31,762,373 △7,962,807

合  計 Ａ＋Ｂ 28,055,559 42,363,066 △14,307,507

注 実質収支額の算定上，事業繰越及び支払繰延に係るものを翌年度へ繰り越すべき財源に含めて控除している

ため，各会計における決算の実質収支額と一致しないものがある。 
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   ウ 実質公債費比率 

     地方債の元利償還金と準元利償還金に要する一般財源の合計額を標準財政規模で除した

比率（ただし，普通交付税算定上の基準財政需要額算入額は，実質公債費比率算定上の分

子及び分母からそれぞれ控除する。）である実質公債費比率については，直近 3箇年の平均

値をとることとされており，当年度は 11.4％で，前年度に比べ 1.4 ポイント下降しており，

早期健全化基準及び財政再生基準を下回っている。 

（表 7）実質公債費比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％，ポイント） 

項  目 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

各
年
度
の
単
年
度
実
質
公
債
費
比
率

元 利 償 還 金 Ａ 45,816,614 46,003,392 46,833,681 47,590,532

準 元 利 償 還 金 Ｂ 83,209,718 79,589,826 72,018,296 74,635,037

Ａ，Ｂに充当することの 
できる特定の歳入  Ｃ 

28,897,985 29,695,675 27,505,401 27,683,799

Ａ，Ｂに係る基準財政 
需 要 額 算 入 額 Ｄ 

55,304,861 53,775,564 60,217,802 56,445,244

標 準 財 政 規 模 Ｅ 350,679,173 349,954,895 402,633,179 401,859,108

単年度実質公債費比率 15.17515 14.22178 9.09094 11.02924

Ａ＋Ｂ－Ｃ－Ｄ 44,823,486 42,121,979 31,128,774 38,096,526 

     Ｅ－Ｄ 295,374,312 296,179,331 342,415,377 345,413,864 

実質公債費 

比率 

(3 箇年平均)

平成 30年度  11.4 

平成 29 年度 12.8  

対前年度増△減 △1.4 

早期健全化基準 25.0 

財 政 再 生 基 準 35.0 

平成 30 年度の単年度の実質公債費比率は，元利償還金及び準元利償還金が増加したこと

などから，11.02924％となり，前年度に比べて 1.93830 ポイント上昇している。この比率

が平成 27 年度の単年度の比率を下回っているため，3箇年平均の実質公債費比率について

は下降している。 



10 

準元利償還金の内容は，次のとおりであり，主なものは満期一括償還地方債の 1 年当た

りの元金償還金に相当するものである。 

（表 8）準元利償還金の内容 

（単位：千円） 

項  目 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

①
満期一括償還地方債の 1 年当たり

の元金償還金に相当するもの 
59,064,537 57,619,823 51,665,549 53,821,155

②

一般会計等以外の会計への繰入金

のうち，地方債の償還の財源に充

てたと認められるもの 

23,220,729 21,138,019 19,485,620 19,945,564

③

加入組合等への補助金又は負担金

のうち，当該組合等が起こした地

方債の償還の財源に充てたと認め

られるもの 

－ － － －

④

債務負担行為に基づく支出のう

ち，地方財政法第 5 条各号に規定

する経費に係るもの 

922,329 831,964 867,110 868,317

⑤ 一時借入金の利子 2,123 20 17 1

準元利償還金Ｂ（①～⑤合計） 83,209,718 79,589,826 72,018,296 74,635,037
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エ 将来負担比率 

   一般会計等が将来実質的に負担する債務であると考えられる将来負担額から充当可能財

源等を控除した額を標準財政規模（ただし，普通交付税算定上の基準財政需要額算入額は

控除する。）で除した比率である将来負担比率について，当年度は 191.2％となり，前年度

に比べ 6.2 ポイント下降しており，早期健全化基準を下回っている。 

（表 9）将来負担比率算定結果の対前年度比較 

（単位：千円，％，ポイント） 

年  度 平成 30年度 平成 29年度 対前年度増△減 

将 来 負 担 額 Ａ 1,858,464,617 1,862,945,586 △4,480,969 

充 当 可 能 財 源 等 Ｂ 1,197,822,376 1,186,984,136 10,838,240 

標 準 財 政 規 模 Ｃ 401,859,108 402,633,179 △774,071 

元利償還金，準元利償還金に係る 

基準財政需要額算入額 Ｄ 
56,445,244 60,217,802 △3,772,558 

191.2  197.4 △6.2 

早 期 健 全 化 基 準 400.0 

将来負担額の内容は，表 10 のとおりであり，主なものは一般会計等に係る地方債現在高

や，退職手当支給予定額などである。また，充当可能財源等の内容は，表 11 のとおりであ

り，主なものは将来負担額に充当できる基金残高などである。 

将来負担額が減少し，充当可能財源等が増加したことから，将来負担比率は前年度に比

べ下降している。 

(Ａ－Ｂ) 

(Ｃ－Ｄ)
将 来 負 担 比 率 
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（表 10）将来負担額の内容 

（単位：千円） 

項  目 平成 30年度 平成 29年度 
対前年度 
増△減額 

① 一般会計等の地方債現在高 1,518,530,603 1,489,846,988 28,683,615

②

債務負担行為に基づく支出予定額のうち，地

方財政法第 5条各号に規定する経費に係るも

の 

PFI 事業に係る経費のうち建設事業費相 

当額，依頼土地の買戻しに係る経費等 

7,557,178 8,976,937 △1,419,759

③
一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に

充てる一般会計等からの繰入必要見込額 
227,784,341 253,235,840 △25,451,499

④
加入組合等の地方債の元金償還に充てる当該

団体からの負担等見込額 
－ － －

⑤

退職手当支給予定額のうち，一般会計等にお

ける実質的な負担見込額 

年度末において職員全員が自己都合退 

職した場合に，一般会計等が負担する 

と見込まれる退職手当支給額 

101,966,986 109,777,662 △7,810,676

⑥

設立した一定の法人の負債の額 

（土地開発公社及び地方独立行政法人の負債

の額） 

787,184 767,597 19,587

その者のために債務を負担している場合の当

該債務の額のうち，当該法人等の財務・経営

状況を勘案した一般会計等の負担見込額 

損失補償を行う出資法人等の債務，公 

的保証機関の保証債務及び制度融資に 

係る金融機関の貸付けに係る損失補償 

債務のうち，一般会計等が負担すると 

見込まれる額 

1,787,025 271,762 1,515,263

当該地方公共団体が受益権を有する信託のう

ち，当該信託に係る信託財産の状況を勘案し

た一般会計等の負担見込額 

－ － －

その者に対して貸付けを行った貸付金の額の

うち，当該法人等の財務・経営状況を勘案し

た一般会計等の負担見込額 

51,300 68,800 △17,500

⑦ 連結実質赤字額 － － －

⑧
加入組合等の連結実質赤字額相当額のうち一

般会計等における実質的な負担見込額 
－ － －

将来負担額Ａ（①～⑧合計） 1,858,464,617 1,862,945,586 △4,480,969
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（表 11）充当可能財源等の内容 

（単位：千円） 

項  目 平成 30年度 平成 29年度 
対前年度 
増△減額 

⑨

表 10 の①から⑥に充てることができる基金

残高 

①から⑥に充てることができると認め 

られる基金残高のうち，現金・預金及 

び国債・地方債・政府保証債等として 

保有しているものの額 

165,597,649 150,341,002 15,256,647

⑩

表 10 の①から⑥に充てることができる特定

の歳入の見込額 

①から⑥に充てることができると認め 

られる国庫支出金や公営住宅の使用料， 

地方債を財源とする貸付金の償還金， 

都市計画税収入などの見込額 

307,247,633 319,616,627 △12,368,994

⑪

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入

見込額 

地方債現在高等のうち，将来普通交付 

税算定上の基準財政需要額として算入 

されると見込まれる額 

724,977,094 717,026,507 7,950,587

充当可能財源等Ｂ（⑨～⑪合計） 1,197,822,376 1,186,984,136 10,838,240
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２ 資金不足比率審査 

 資金不足比率の算定及びその算定の基礎となる書類の作成 

   資金不足比率の算定及びその算定の基礎となる事項を記載した書類の作成について，法令

等の趣旨に沿って適正に行われていると認めた。 

平成30年度決算における資金不足比率の算定結果及び地方公共団体の財政の健全化に関す

る法律に基づく経営健全化計画の策定が求められる経営健全化基準等は，次のとおりである。 

（表 12）平成 30 年度決算における資金不足比率 

（単位：％） 

会計名 算定結果 
経営健全化 

基   準 

(参考) 

平成 29 年度 

算定結果  

中央卸売市場第一市場特別会計 － 

20.0 

－ 

中央卸売市場第二市場・と畜場特別会計 － － 

農業集落排水事業特別会計 － － 

土地区画整理事業特別会計 － － 

水道事業特別会計 － － 

公共下水道事業特別会計 － － 

自動車運送事業特別会計  － － 

高速鉄道事業特別会計 － － 

 資金不足比率の分析 

公営企業に係る会計ごとに資金の不足額を事業の規模で除した比率である資金不足比率に

ついて，当年度は，前年度と同様に各会計で資金不足額がなかったため発生していない。 


